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天
台
宗
並
び
に
比
叡
山
延
暦

寺
で
は
、
慈
覚
大
師
一
千
百
五
十

年
御
遠
忌
（
平
成
25
年
）、恵
心
僧

都
一
千
年
御
遠
忌
（
平
成
28
年
）、

伝
教
大
師
ご
生
誕
一
千
二
百
五
十

年
慶
讃
（
平
成
28
年
）、
相
応
和

尚
一
千
百
年
御
遠
忌
（
平
成
29

年
）、
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大

遠
忌
（
令
和
3
年
）
を
迎
え
、
平

成
24
年
4
月
か
ら
祖
師
先
徳
鑽
仰

大
法
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
統

一
テ
ー
マ
「
道
心
」、
サ
ブ
テ
ー

マ
「
山
川
草
木
み
な
ほ
と
け
」
の

も
と
、
第
一
期
と
第
二
期
に
分
け

た
計
11
年
に
亘
り
法
要
並
び
に
各

祖
師
方
の
宗
風
に
沿
っ
た
記
念
事

業
を
通
じ
、
報
恩
謝
徳
の
精
誠
を

捧
げ
て
き
た
。

ま
た
、
大
法
会
の
掉ち
ょ
う
尾び

を
飾
る

宗
祖
伝
教
大
師
一
千
二
百
年
大
遠

忌
に
向
け
て
は
、
産
学
官
協
働
に

よ
る
伝
教
大
師
最
澄
1
2
0
0

年
魅
力
交
流
委
員
会
を
設
立
。
次

代
を
担
う
若
者
ら
が
日
本
文
化
に

直
に
触
れ
る
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
宗
祖
大
師
が
目
指
さ
れ
た
人

材
育
成
の
現
代
版
と
し
て
社
会
か

ら
注
目
を
集
め
て
お
り
、
活
動
継

続
が
決
ま
っ
て
い
る
。

午
後
か
ら
は
三
塔
で

法
要
も

総
結
願
法
要
は
、
祖
師
先
徳
の

遺
徳
を
改
め
て
偲
び
、
み
教
え
を

未
来
に
繋
ぐ
機
会
と
す
る
。
午
前

中
は
根
本
中
堂
で
、
午
前
10
時
半

よ
り
大
樹
孝
啓
天
台
座
主
猊
下
を

大
導
師
に
総
結
願
奉
告
法
要
を
四

箇
法
要
で
営
む
。
全
国
30
教
区
の

宗
務
所
長
が
出
仕
し
、
大
法
会
顧

問
の
探
題
・
已
講
な
ど
の
出
世
役

の
方
々
や
宗
機
顧
問
、
宗
議
会
議

員
、
ま
た
こ
れ
ま
で
大
法
会
に
携

わ
っ
て
き
た
宗
内
外
の
関
係
者
ら

約
2
0
0
人
が
随
喜
し
て
円
成
へ

の
感
謝
を
示
す
。

ま
た
午
後
か
ら
は
、
比
叡
山
三

塔
に
あ
る
各
道
場
で
法
要
を
営
む
。

大
講
堂
（
東
塔
）
は
布
教
師
会
、

釈
迦
堂
（
西
塔
）
は
宗
議
会
議
員
、

横
川
中
堂
（
横
川
）
は
天
台
仏
教

　
日
常
は
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
起
こ
ら
な
い
と
い

う
思
い
込
み
の
も
と
に

あ
る
。
だ
か
ら
、い
ざ
、

事
故
な
ど
緊
急
事
態
が

発
生
す
る
と
、
と
っ
さ

の
こ
と
だ
け
に
「
ど
う

対
応
す
る
か
」
が
問
題

と
な
る
。場
合
に
よ
っ
て
は
、対
処

の
仕
方
で
生
死
を
分
け
る
こ
と
も

あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
日
頃
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
事
態
を
想
定
し
、
対

処
方
法
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
と
な
る
▼
そ
の
た
め
に
訓
練
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
火

災
や
洪
水
、
地
震
な
ど
に
備
え
て

の
対
処
の
仕
方
を
頭
に
た
た
き
込

ま
せ
る
こ
と
を
行
う
。
た
だ
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
で
良
い
と
い
え
る

事
態
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
対
応
策

は
活
き
て
く
る
が
、
な
か
な
か
そ

う
は
な
ら
な
い
。
▼
東
日
本
大
震

災
の
時
、
石
巻
市
の
大
川
小
学
校

児
童
ら
多
数
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

あ
の
悲
惨
な
状
況
か
ら
分
か
っ
た

の
は
、
事
前
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
想

定
さ
れ
た
事
態
を
は
る
か
に
上
回

る
事
態
に
な
る
こ
と
も
考
え
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
こ
と
だ
。
当
時
は

予
想
を
超
え
る
津
波
の
規
模
に
思

い
至
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
▼
あ

の
と
き
、
す
ぐ
横
の
高
さ
の
あ
る

裏
山
に
逃
げ
ず
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通

り
に
避
難
し
た
こ
と
が
裏
目
に
出

た
。
北
上
川
近
く
の
比
較
的
低
地

に
あ
る
避
難
場
所
に
向
か
っ
た
こ

と
で
、
ま
と
も
に
津
波
に
向
か
っ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
▼
今
後
も
災
害
は
必
ず
や
っ

て
く
る
。
大
事
な
の
は
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
縛
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。
最
後

は
自
ら
の
判
断
し
か
な
い
。
訓
練

を
基
に
し
た
応
用
力
を
養
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

青
年
連
盟
が
そ
れ
ぞ
れ
出
仕
し
、

午
後
2
時
か
ら
一
斉
に
法
要
を
奉

修
す
る
。

法
華
一
乗
の
社
会
へ

総
結
願
法
要
に
向
け
阿
部
昌
宏

宗
務
総
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
長
期
に
お
よ
ぶ
祖
師
先
徳
鑽

仰
大
法
会
期
間
中
に
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
や
地
球
温
暖
化
に

起
因
す
る
自
然
災
害
、
ま
た
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に

よ
る
非
日
常
の
生
活
、
戦
争
や
紛

争
に
起
因
す
る
人
道
問
題
な
ど
の

憂
慮
す
べ
き
問
題
が
多
発
し
ま
し

た
。
ま
た
高
齢
化
や
地
方
過
疎
化

な
ど
に
よ
る
社
会
基
盤
の
変
貌
、

核
家
族
化
や
個
人
中
心
に
よ
る
信

仰
形
態
の
多
様
化
な
ど
、
昨
今
の

宗
教
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段

と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
深

い
懊お
う
悩の
う
に
沈
む
現
代
世
相
の
閉
塞

感
を
打
破
す
る
た
め
に
、
我
々
が

宝
と
す
べ
き
は
﹃
道
心
﹄
で
あ
り
、

そ
の
究く

竟き
ょ
うの
有
り
様
は
﹃
忘
己
利

他
﹄
の
実
践
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
速
や
か
に
祖
意
を
恢か
い
弘こ
う
し

て
大
乗
無
作
の
教
風
を
興
し
、
不

滅
の
法
燈
に
願
い
を
込
め
て
﹃
我

が
志
を
述
べ
よ
﹄
と
遺
託
さ
れ
た

法
華
一
乗
の
社
会
、
つ
ま
り
人
間

の
み
な
ら
ず
自
然
も
地
球
環
境
も

﹃
生
き
と
し
生
け
る
も
の
﹄す
べ
て

が
、
安
定
と
調
和
を
保
持
し
、
平

和
と
安
寧
を
享
受
す
る
社
会
づ
く

り
、
す
な
わ
ち
仏
国
土
建
設
に
努

め
た
く
存
じ
ま
す
」
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極 微
ご く み

天
台
宗
が
平
成
24
年
4
月
か
ら
奉
修
し
て
き
た
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
の
総
結
願
法
要
が
3
月
16

日
、
総
本
山
比
叡
山
延
暦
寺
で
営
ま
れ
る
。
法
要
は
午
前
に
根
本
中
堂
、
午
後
か
ら
は
大
講
堂
（
東

塔
）、
釈
迦
堂
（
西
塔
）、
横
川
中
堂
（
横
川
）
で
同
時
刻
に
開
式
し
、
こ
れ
ま
で
大
法
会
に
関
わ
っ
た

宗
内
外
の
諸
大
徳
並
び
に
関
係
者
ら
を
多
数
迎
え
、
祖
師
先
徳
の
ご
遺
徳
を
改
め
て
偲
び
、
宗
祖
伝
教

大
師
の
み
教
え
を
未
来
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
を
誓
う
。

根本中堂で奉修根本中堂で奉修3月16日3月16日

報謝捧げる総結願法要


